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１ はじめに 

秋田県のエダマメ栽培は、主に水田転換畑で行わ

れ、湿害回避と出芽の安定化のため、畝立て栽培と

排水性の改良による砕土率の向上の必要性が高い 1）。

秋田県農業試験場では、アップカット畝立マルチ播

種機 4）（１行程 2 畝タイプ）によるエダマメの省力・

安定生産を目指しており、同播種機はマルチの有無

に関わらず、いずれの作型においても耕うん同時畝

立播種が可能で、アップカットロータリを用いるた

め播種時の砕土性の向上も期待できる 3）。そこで本

研究では、水田転換畑で同播種機を用いてマルチを

使用しない作型で畝立ての有無がエダマメの生育、

収量に及ぼす影響を検討した。 

２ 試験方法 

(1)試験年次・試験場所

 試験は、2017 年に秋田農試内水田転換畑ほ場(5a、

籾殻補助暗渠施工後、畑地化 3 年目、前作：ネギ、

グライ低地土)で行った。 

(2)試験方法

作型は露地直播で栽培を行い、品種は「湯あがり

娘」（カネコ種苗）を供試した。条間を 75cm、株間

を 20cm、播種粒数を 2 粒、播種深度を表面から 3

㎝に設定して、播種は 5 月 18 日に行った。なお、

播種前にほ場全体をロータリで事前耕起した。また、

中耕培土は 6 月 15 日に実施して、収穫は 8 月 16 日

に行った。基肥は、N:P2O5:K2O＝0.4:1.2:1.2(kg/a)

に設定して施用した。試験区は、アップカット畝立

マルチ播種機で播種を行う畝有区とけん引式播種

機で行う平畝区を設置し、ほ場を 4 分割して 2 反

復で実施した。 

(3)調査項目

土壌の砕土率と含水比は、それぞれ 20 ㎜未満の

土塊の質量割合と含水比（105℃、24 時間）を測定

した。また、出芽率は、それぞれ約 40 株から算出

した。葉面積と乾物重は、3 葉期、開花期、収穫期

の 3 時期で連続 2 株（4 本）をサンプリング調査し

た。 

３ 試験結果及び考察 

アップカット畝立マルチ播種機で播種を行った

結果、平高畝（床幅 32 ㎝、下幅 48 ㎝、畝間 79 ㎝）

を形成しながら耕うん同時播種が可能であった(図

１)。本試験では、事前耕起を行ったため、畝有区

と平畝区の砕土率と含水比は同等で、それぞれ

83.8%、0.33 であり、出芽に十分な砕土を確保でき

た１）。また、畝有区の畝上面の高さ(平畝区の畝上

面高さを 0 として算出)は 43 ㎜であり、畝高さは、

120 ㎜であった（図２）。なお平畝区においても、

整地後にけん引式播種機で作業を行ったため、87mm

のタイヤ溝が生じる個所があった。 

播種深度は両区ともに表面から 30mm であったが、

畝有区と平畝区の出芽率は、それぞれ 88.4～88.5%、

92.4～95.6%であり(データ省略)、畝の有無が影響

していると考えられた。本庄ら 2）は、播種直後に降

雨が期待できない条件の播種深度は 50mm 程度が適

当であると指摘しており、本試験の播種深度はこれ

に比べ浅く、畝の有無で差が生じたと考えられた。

栽培期間中の降水量は、平年より多めで推移し、6

月、7 月、8 月の降水量は、平年比でそれぞれ、128%、

253%、113%であった。このため、特に 3 葉期の平畝

区では、作物体の葉色が淡く、乾物重が小さいなど

の湿害の症状がみられた（データ省略）。 

畝有区の葉面積は、いずれの時期においても平畝

区に比べ大きかった(図３)。また、畝有区の乾物重

は、いずれの時期においても平畝区に比べ重く、生

育も旺盛であった。畝有区の収穫時の草丈、主茎長

は長く、茎径は太かった。また、畝有区の分枝数、

莢数は平畝区に比べ多く、莢重も 76.6g/本で平畝

区に比べ有意に重かった(表１)。これらの結果は、

細川 3)の畝立ての効果と一致しており、湿害回避効

果により、増収傾向であったと考えられた。 

４ まとめ 

転換畑での露地直播エダマメ栽培においてアッ

プカット畝立マルチ播種機による耕うん同時畝立

て播種が可能であった。出芽率は、絶対的な播種位
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置の影響を受けるため、適正な播種深度にすること

が重要である。また、畝有区のその後の生育は、湿

害回避効果により、慣行の平畝に比べ生育は旺盛で、

同等以上の収量が得られ、増収することが明らかに

なった。 
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図１ アップカット畝立マルチ播種機による播種作業 

播種条件 
トラクタ 34PS、ハーフクローラ型
作 業 機 アップカット畝立マルチ播種機

(試作機)、目皿式 
砕 土 率 83.8%（含水比 0.33） 

図２ 上面高さと播種深度の関係 

注１ 高さ、深さ及び播種深度は、平畝の上
面高さの平均値を0として算出した。 

注２ エラーバーは、標準偏差を示す。 

図３ 葉面積と乾物重の推移 

注１ 各区で連続2株（4本）をサンプリン
グして、調査を行った。 

注２ エラーバーは、標準偏差を示す。 

表１ 収穫時の生育量と収量 

注１ 各区で連続2株（4本）を8/16にサンプリングし
て、調査を行った。 

注２ 分散分析の記号は一元配置分散分析で、**：1%
有意、*：5%:有意、ns：有意差なしを示す。 

草丈 主茎長 茎径 節数 分枝数 莢数 莢重

(cm) (㎝) (mm) (節) (本) (個/本) (g/本)

畝有 98.7 58.7 10.7 14.1 3.2 44.0 76.6

平畝 91.7 50.8 9.8 13.6 2.0 34.8 69.3

分散分析 ns * * ns * * ns

試験区名
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